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(57)【要約】
【課題】夜間に周囲の人に装置の存在を容易に認識させ
ることができ、かつ、装置の内部構造が外部から視認可
能になることを回避できる異常事態報知装置を提供する
。
【解決手段】この異常事態報知装置は、操作ボタンを有
し、操作ボタンが押された場合に警報を発する本体部（
１０）と、左右より中央が膨らんだ曲面状の前面を有し
、光を透過し、操作ボタンに面する部位が可動的に構成
され、かつ、操作ボタンを含めて本体部の前面を覆う蓋
体（３０）と、発光素子と、発光素子の光を導き拡散さ
せて出射面から出射させる左導光板（３５Ｌ）および右
導光板（３５Ｒ）を含む複数の導光板とを備え、左導光
板（３５Ｌ）と右導光板（３５Ｒ）とは、蓋体（３０）
の内面側の左側部と右側部とに、出射面を斜め外方に向
けてそれぞれ配置されている。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作ボタンを有し、前記操作ボタンが押された場合に警報を発する本体部と、
　左右より中央が膨らんだ曲面状の前面を有し、光を透過し、前記操作ボタンに面する部
位が可動的に構成され、前記操作ボタンを含めて前記本体部の前面を覆う蓋体と、
　発光素子と、
　前記発光素子の光を導き拡散させて出射面から出射させる左導光板および右導光板を含
む複数の導光板と、
　を備え、
　前記左導光板と前記右導光板とは、前記蓋体の内面側の左側部と右側部とに、前記出射
面を斜め外方に向けてそれぞれ配置されている、
　ことを特徴とする異常事態報知装置。
【請求項２】
　前記導光板には、前記出射面の反対側に反射層を有している、
　ことを特徴とする請求項１記載の異常事態報知装置。
【請求項３】
　踏切の支障を報知することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の異常事態報知
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、踏切の非常ボタンなど、操作ボタンが押された場合に警報を発する異常事態
報知装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　踏切の周辺に設置され、踏切または踏切の周辺で支障が生じた場合に、周辺の人が非常
ボタンを押すことで警報を発する踏切支障報知装置がある（例えば、特許文献１を参照）
。特許文献１では、踏切の内外からでも非常ボタンの存在が分かるように、非常ボタンを
示す表示を四方に行う構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１９０７１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の踏切支障報知装置では、夜間に非常ボタンの存在を認識することが難しいという
課題がある。夜間に非常ボタンの存在を知らせるためには、外部から照明を踏切支障報知
装置へ当てることが検討できる。しかしながら、新たに照明を設置するには、照明の設置
箇所を確保し、照明の電源線を用意する必要があり、容易ではない。
　そこで、本発明者らは、踏切支障報知装置の内部に照明を設置し、装置自体を光らせる
ことを検討した。しかしながら、装置の一部を単純に光らせるだけでは、踏切支障報知装
置の夜間の視認性を向上するには不十分であった。また、装置内部の照明により装置自体
を光らせるには、光る部分に透明な部材を採用することを検討できる。透明な部材がある
と、そこから装置内部を視認可能となる。しかしながら、踏切支障報知装置には、内部に
警報の解除を行う機構が設けられるなどの理由から、装置の内部構造を外部から視認可能
にしたくないという制約がある。
【０００５】
　これらの課題は、踏切支障報知装置に限られず、例えば駅のホームに設置される列車非
常停止警報装置など、鉄道の分野で異常事態を報知する様々な異常事態報知装置において
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も同様に生じる。
　本発明は、夜間に周囲の人に装置の存在を容易に認識させることができ、かつ、装置の
内部構造が外部から視認されることを回避できる異常事態報知装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の異常事態報知装置は、上記目的を達成するために、
　操作ボタンを有し、前記操作ボタンが押された場合に警報を発する本体部と、
　左右より中央が膨らんだ曲面状の前面を有し、光を透過し、前記操作ボタンに面する部
位が可動的に構成され、前記操作ボタンを含めて前記本体部の前面を覆う蓋体と、
　発光素子と、
　前記発光素子の光を導き拡散させて出射面から出射させる左導光板および右導光板を含
む複数の導光板と、
　を備え、
　前記左導光板と前記右導光板とは、前記蓋体の内面側の左側部と右側部とに、前記出射
面を斜め外方に向けてそれぞれ配置されている構成とした。
【０００７】
　この構成によれば、光を透過し、かつ、曲面状の前面を有する蓋体と、蓋体の内面側の
左側部および右側部に出射面を斜め外方に向けてそれぞれ配置される左導光板および右導
光板により、夜間、蓋体の左右の枠部を光らせることができる。これにより、周囲の人に
装置の存在を容易に認識させることができる。さらに、蓋体の側方へも光が照射させるの
で、正面だけでなく左右からも装置の視認性を向上できる。さらに、蓋体が光を透過し、
左右より中央が膨らんだ曲面状の前面を有していることで、蓋体の左右側面から装置の内
部が見えやすくなる構造を有するが、左導光板と右導光板とで、装置の内部を遮蔽してい
る。よって、装置の内部の構造が外部から視認可能になることを回避できる。
【０００８】
　好ましくは、前記複数の導光板には上導光板が含まれ、
　前記上導光板は、前記蓋体の内面側の上部に、前記出射面を斜め上方に向けて配置され
ているとよい。
　この構成によれば、上導光板により、蓋体の枠上部を発光させて、夜間の装置の視認性
をより向上でき、かつ、蓋体の上側から装置の内部が見えにくくなるように、上導光板に
より装置の内部を遮蔽することができる。
　さらに好ましくは、前記複数の導光板には、前記左導光板または前記右導光板より幅が
広い下導光板が含まれ、
　前記下導光板は、前記蓋体の内面側の下側の領域に、前記出射面を前方に向けて配置さ
れているとよい。
　この構成によれば、下導光板により、蓋体の広い範囲から光を照射することができ、夜
間の装置の視認性をより向上できる。
【０００９】
　さらに好ましくは、前記蓋体の前面には、下側の領域に文字または記号が描かれた半透
明のシールが貼られているとよい。
　この構成によれば、半透明のシールと導光板により、夜間でも文字または記号を発光に
より浮かび上がらせて、操作ボタンの存在を表示することができる。また、半透明のシー
ルにより、蓋体の全体を透明にしても蓋体の前面から装置内部が視認可能になることを回
避できる。
　また、好ましくは、前記導光板には、前記出射面の反対側に反射層を有しているとよい
。
　この構成によれば、反射層により導光板による遮蔽効果がより確実に得られる。よって
、導光板による装置内部の遮蔽効果がより確実に得られる。
　さらに好ましくは、前記本体部は踏切の支障を報知する構成であるとよい。
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　この構成によれば、踏切の周辺に設置されて踏切の支障を報知する異常事態報知装置に
おいて、夜間に周囲の人に装置の存在を容易に認識させることができ、さらに、装置の内
部が外部から視認可能になることも回避できる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、夜間に周囲の人に装置の存在を容易に認識させることができ、かつ、
装置の内部が外部から視認可能になることを回避できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の蓋体を示す正面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の蓋体を示す背面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の蓋体を示す右側面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の蓋体を示す左側面図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の蓋体を示す平面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の蓋体を示す底面図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置を示す正面図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置を示す背面図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置を示す右側面図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置を示す左側面図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置を示す平面図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置を示す底面図である。
【図１３】導光板を示す縦断面図である。
【図１４】図２のＡ－Ａ線断面図である。
【図１５】本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の本体部を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の各実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
　図１～図６には、本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の正面図、背面図、右側
面図、左側面図、平面図、底面図を、それぞれ示す。図７～図１２には、本発明の実施の
形態に係る異常事態報知装置の蓋体の正面図、背面図、右側面図、左側面図、平面図、底
面図を、それぞれ示す。図１３は、導光板を示す縦断面図である。図１４は、図２のＡ－
Ａ線断面図である。図１５は、本発明の実施の形態に係る異常事態報知装置の本体部を示
す正面図である。
【００１３】
　本実施の形態の異常事態報知装置１は、踏切の周辺に設置されて、踏切または踏切の周
辺に支障が生じた場合に、周囲の人が操作して支障を報知する踏切支障報知装置である。
異常事態報知装置１は、異常警報器、または、鉄道用警報器と呼んでもよい。
　異常事態報知装置１は、本体部１０と、蓋体３０とを備えている。
　本体部１０は、図１５に示すように、前面が開放された筐体１１内に、基板（図示略）
と、操作ボタン１３と、端子板１４と、復帰機構（図示略）とが設けられている。また、
筐体１１の周囲には、表示灯２１と、導線引込部２２と、装置固定用の支柱に固定される
固定部２３と、ヒンジ受け２４と、止め金具２５とが設けられている。
【００１４】
　基板には、導線引込部２２を介して外部から引き込まれた電源線と信号線とが接続され
る。信号線は鉄道会社の保安設備へ警報の信号を送信できる。基板には、操作ボタン１３
により開閉するスイッチと、警報ブザーと、表示灯２１の信号線とが接続される。基板に
設けられた回路により、操作ボタン１３が操作された場合に、警報ブザーが鳴動し、表示
灯２１が作動し、かつ、外部の保安設備へ警報信号が出力されるなどの、警報が発せられ
る。
　端子板１４は、配線を介して基板に接続され、外部から入力した電源を、端子板１４を
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介して内部機器へ供給できる。
　操作ボタン１３は、押し操作可能なボタンであり、筐体１１の前面開口部より前方に迫
り出した位置に配置されている。
【００１５】
　復帰機構は、操作ボタン１３が押されて警報が発せられた場合に、操作ボタン１３を非
操作の状態に復帰させる機構である。復帰機構には、例えば、筐体１１の下面に露出する
復帰操作部１５が設けられ、これを操作することで、操作ボタン１３の押下の状態を元に
復帰させ、警報を止めることができる。復帰操作部１５は一般の人に操作されないように
筐体１１の底面など目立たない箇所に配置される。
　蓋体３０は、例えば無色透明のアクリルまたはポリカーボネイトなど、光を透過する部
材から主に構成される。蓋体３０の前面は、左右より中央が前方に膨らんだ曲面状に形成
されている。蓋体３０の前面の形状は、蓋体３０の上部から下部にかけて横断面が弧状に
曲がった形状であり、アーチ状と言い換えることができる。蓋体３０は、操作ボタン１３
を含めて筐体１１の前方を覆う。蓋体３０の操作ボタン１３の先端に面する部位は、操作
ボタン１３を押し操作できるように可動部３３となっている。可動部３３は、例えば可撓
性を有する部材から構成することができる。
【００１６】
　蓋体３０は、上下左右の周縁部において肉厚に形成された枠部３１と、枠部３１につら
なって成形され、本体部１０の前面を覆うパネル部３２とを有する。これらにより、蓋体
３０の内面側には、枠部３１とパネル部３２の背面とに囲まれた凹部が形成される。
　蓋体３０の前面には、半透明のシール３４が貼られている。シール３４は、シール３４
を介して物体を視認することができない程度の透明度を有している。シール３４は、可動
部３３の部分を除いて、パネル部３２のほぼ全域にわたって貼り付けられている。シール
３４の下側の領域には、例えば「非常ボタン」などの文字または記号が記されている。
　蓋体３０には、筐体１１のヒンジ受け２４と接続されるヒンジ部３７と、筐体１１の止
め金具２５に係止される金具受け３８とが設けられている。蓋体３０の枠部３１の背面側
には、封止用のパッキン３９が設けられている。
　図１～図１２の蓋体３０の枠部３１とパネル部３２とヒンジ部３７は透明である。透明
であるため、図１～図１２において、枠部３１とパネル部３２とヒンジ部３７の向こう側
の構成、或いは、内部の構成の外形線が見えており、この外形線を実線で描いている。枠
部３１とパネル部３２とヒンジ部３７の向こう側或いは内部にある実線で示した構成は、
破線の引き出し線により符号を付している。
【００１７】
　蓋体３０の内面側の左側部および右側部には、図２および図１４に示すように、左導光
板３５Ｌと右導光板３５Ｒとがそれぞれ固定されている。左導光板３５Ｌと右導光板３５
Ｒとは、例えば矩形状の板面を有する板状の部材であり、一方の板面が光の出射面３５ａ
となっている。左導光板３５Ｌおよび右導光板３５Ｒは、蓋体３０の枠部３１とパネル部
３２の背面とに挟まれた角部に、出射面３５ａを斜め外方に向けて、それぞれ固定されて
いる。左導光板３５Ｌおよび右導光板３５Ｒの内部構造については後述する。図２におい
て、左導光板３０Ｌと右導光板３０Ｒとの背面の中間は固定金具３６に覆われている。
【００１８】
　蓋体３０の内面側の上部には、図２に示すように、上導光板３５Ｕが固定されている。
図２において、上導光板３０Ｕの背面は固定金具３６に覆われている。上導光板３５Ｕは
、例えば矩形状の板面を有する板状の部材であり、一方の板面が光の出射面３５ａとなっ
ている。上導光板３５Ｕは、蓋体３０の上方の枠部３１とパネル部３２の背面とに挟まれ
た角部に、出射面３５ａを斜め上方に向けて固定されている。
　蓋体３０の内面側の下側の領域には、他の導光板（左導光板３５Ｌ、右導光板３５Ｒ、
上導光板３５Ｕ）よりも幅広の下導光板３５Ｄが固定されている。図２において、下導光
板３０Ｄの背面は固定金具３６に覆われている。下導光板３５Ｄは、出射面３５ａを前方
に向けて固定されている。
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　左導光板３５Ｌ、右導光板３５Ｒ、上導光板３５Ｕ、および、下導光板３５Ｄの各々は
、各導光板の背面を覆う固定金具３６を介して蓋体３０に固定されている。左導光板３５
Ｌ、右導光板３５Ｒ、上導光板３５Ｕ、および、下導光板３５Ｄの各々には、光の導入部
に発光素子としての１個または複数のＬＥＤ（発光ダイオード）４７が設けられている。
ＬＥＤ４７の電源線Ｌ１は、本体部１０の端子板１４に接続されている。図１～図６にお
いて、ＬＥＤ４７の電源線Ｌ１は二点鎖線で描いている。
【００１９】
　蓋体３０の前面には、半透明のシール３４が貼られている。シール３４は、シール３４
を介して物体を視認することができない程度の透明度を有している。シール３４は、可動
部３３の部分を除いて、パネル部３２のほぼ全域にわたって貼り付けられている。シール
３４の下側の領域には、例えば「非常ボタン」などの文字または記号が記されている。
　蓋体３０には、筐体１１のヒンジ受け２４と接続されるヒンジ部３７と、筐体１１の止
め金具２５に係止される金具受け３８とが設けられている。蓋体３０の枠部３１の背面側
には、封止用のパッキン３９が設けられている。
【００２０】
　ここで、導光板の内部構造について説明する。左導光板３５Ｌは、板状の部材であり、
図１３に示すように、光を反射する反射層４１と、光を透過する透過層４２と、光を拡散
する拡散層４３とが、この順に積層されて構成される。透過層４２は例えばアクリル板で
あり、反射層４１と拡散層４３とは例えばアクリル板に貼付けられるシート部材により構
成できる。透過層４２には、横向き（板面に沿った方向）に進行する光を乱反射させる複
数の反射部４４が分散して設けられている。このような構成により、透過層４２の一端か
ら光が導入されることで、光が透過層４２に沿って進み、この光の一部が反射部４４によ
り向きを変え、拡散層４３を介して拡散光となって外部に出射される。拡散層４３の逆方
向へ進んだ光は反射層４１で反射して拡散層４３から外部に出射される。このような作用
により、ＬＥＤ４７が発光することで左導光板３５Ｌの拡散層４３の面全体から拡散光の
出射が得られる。これにより左導光板３５Ｌの拡散層４３の面が光の出射面３５ａとなる
。
　右導光板３５Ｒ、上導光板３５Ｕ、下導光板３５Ｄは、左導光板３５Ｌと同一の構造を
有する。
【００２１】
　以上のように構成された異常事態報知装置１によれば、本体部１０のヒンジ受け２４と
蓋体３０のヒンジ部３７とが接続されることで、蓋体３０がヒンジ部３７を中心に回動可
能になる。さらに、この状態で、本体部１０の止め金具２５が蓋体３０の金具受け３８に
係止されることで、蓋体３０が本体部１０の前面に固定される。このとき、蓋体３０の可
動部３３は、本体部１０の操作ボタン１３の先端に面する。これにより、可動部３３を押
すことで操作ボタン１３を押し込むことができる。
【００２２】
　左導光板３５Ｌ、右導光板３５Ｒ、上導光板３５Ｕ、および、下導光板３５Ｄは、これ
らに対応するＬＥＤ４７が点灯することで、各出射面３５ａから拡散光を出射する。左導
光板３５Ｌと右導光板３５Ｒとは、出射面３５ａが斜め外方に向いている。このため、左
導光板３５Ｌと右導光板３５Ｒとから出射された拡散光は、図１４に示すように、蓋体３
０の左右やや後方から蓋体３０の前方にかけて広い範囲に照射される。加えて、上導光板
３５Ｕは、蓋体３０の上部から前方にかけて拡散光を照射し、下導光板３５Ｄは蓋体３０
の下側の領域に拡散光を照射する。これらによって、夜間に異常事態報知装置１を前方か
ら見ると、蓋体３０の周縁部とパネル部３２の文字または記号の部分が淡く光って見える
。さらに、異常事態報知装置１を側方から見ると、蓋体３０の側部が淡く光って見える。
これらにより、異常事態報知装置１の周囲に居る人は、広い範囲から非常ボタンの存在を
容易に認識することができる。
【００２３】
　また、本実施の形態によれば、左導光板３５Ｌ、右導光板３５Ｒ、上導光板３５Ｕ、下
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導光板３５Ｄ、および、ＬＥＤ４７は、蓋体３０の内面側に配置され、ＬＥＤ４７の電源
は本体部１０の端子板１４から供給される。よって、外部に異常事態報知装置１を照らす
照明を設ける場合と比較して、照明の設置箇所を確保し、照明用の追加の電源線を用意す
るといった困難な作業を要さない。
　さらに、蓋体３０が左右より中央が膨らんだ形状であり、蓋体３０の内面側に形成され
た凹部に、左導光板３５Ｌ、右導光板３５Ｒ、上導光板３５Ｕ、下導光板３５Ｄ、および
、ＬＥＤ４７が配置される。よって、本体部１０に導光板およびＬＥＤ４７の配置スペー
スを確保する必要がない。これにより、本実施の形態の蓋体３０によれば、従前の異常事
態報知装置の本体部を流用して、蓋体３０のみを交換することで本実施の形態の異常事態
報知装置１を実現することができる。従前の異常事態報知装置は、操作ボタンの箇所を膨
出させた形態を有していることから、操作ボタンの位置も本実施の形態の蓋体３０に適合
する。
【００２４】
　蓋体３０を、光を透過する部材で形成することで、透明な部分を介して装置内部が外部
から視認可能になることが考えられる。しかし、本実施の形態の異常事態報知装置１によ
れば、蓋体３０の前面からはシール３４によって内部が遮蔽され、蓋体３０の側面部分か
らは左導光板３５Ｌと右導光板３５Ｒとによって内部が遮蔽される。さらに、蓋体３０の
上面部分からは上導光板３５Ｕによって内部が遮蔽される。よって、同一部材によって、
拡散光を広範囲に照射することと、装置内部を遮蔽することとの両立を図ることができる
。
【００２５】
　以上、本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明は上記の実施の形態に限
られるものではない。例えば、上導光板は省略して、蓋体の上部の内面側に遮蔽シールを
設けてもよい。また、下導光板を、上導光板と同じ程度の幅にして、出射面を斜め下方に
向けて固定してもよい。また、蓋体を無色透明の部材から形成した例を示したが、蓋体の
全部が透明である必要はなく、一部に半透明な部分を有していてもよい。また、蓋体の前
面に貼り付けられるシールの代わりに塗装を行ってもよい。その他、実施の形態で示した
細部は、発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　さらに、前記実施形態においては、本発明を踏切支障報知装置に適用した場合について
説明したが、本発明は、駅のホームに設置される列車非常停止警報装置など、鉄道の分野
で異常事態を報知する様々な異常事態報知装置に利用できる。
【符号の説明】
【００２６】
　１　異常事態報知装置
　１０　本体部
　１１　筐体
　１３　操作ボタン
　３０　蓋体
　３１　枠部
　３２　パネル部
　３３　可動部
　３４　シール
　３５ａ　出射面
　３５Ｌ　左導光板
　３５Ｒ　右導光板
　３５Ｕ　上導光板
　３５Ｄ　下導光板
　４１　反射層
　４７　ＬＥＤ（発光素子）
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